ん だの も その 頃で ある。 が、 僕の 語学の 素養 は 彼等の 

内陣へ 踏み 入る に は 勿論 浅薄 を 免れなかった。 のみな 

らず 僕に 上田 敏と厨 川 白 村と を 一 丸に した 語学の 素養 

を 与へ たと しても、 果して 彼等の 血肉 を啖ひ 得た かど 

うか は 疑問で ある。 (僕 は 今 もな ほ 彼等の 詩の 音楽 的 

効果 を 理解 出来ない。 稀に 理解した と 思 ふの さへ、 指 

を 折って 見れば 十 行 位で ある。) この 故に 当時 彼等の 

詩 を 全然 読まずに ゐた としても、 必 しも 後悔 はしな か 

つたで あらう。 けれども 万一 何 かの 機会に 「赤 光」 の 

一巻 を も 読まなかった とすれば、 —— これ も 実は 考へ 

て 見れば、 案外 後悔 はしなかった かも 知れない。 その 



代りに 幸福なる 批評家の やうに、 彼 自身の 色盲に は頓 

着せず、 「歌 は 到底 文壇の 中心的 勢力に はなり 得ない」 

くく 

などと 高 を 括って ゐ たこと は 確かで ある。 

かつまた 

且又 茂吉は 詩歌に 対する 眼 を あけて くれたば かりで 

はない。 あらゆる 文芸 上の 形式美に 対する 眼 を あける 

手伝 ひもして くれたの である。 眼 を 9 或は 耳 をと 

も 云 はれぬ こと はない。 僕 はこの 耳 を 得なかった とす 

れば、 「無精 さやかき 起されし 春の 雨」 の 音に も 無関心 

に 通り過ぎた であらう。 が、 差 当り 恩に なった もの は 

眼で も 耳で も 差 支へ ない。 兎に角 僕 は 現在で もこの 眼 

さるみ の 

に 万葉集 を 見て ゐ るので ある。 この 眼に 猿 蓑 を 見て ゐ 



るので ある。 この 眼に 「赤 光」 や 「あら 玉」 を、 —— 

もし 正直に 云 ひ 放せば、 この 眼に 「赤 光」 や 「あら 玉」 

の 中の 幾 首 かの 悪 歌 を も 見て ゐ るので ある。 

斎 藤 茂吉を 論ずる の は 上に 述べた 理由に より、 少く 

とも 僕に は 余人よりも 手軽に 出来る 芸当で はない。 且 

又 茂吉の 歌の 価値 を 論じ、 歌壇に 対する 功罪 を 論じ、 

短歌 史上の 位置 を 論ずる の は をの づ から 人の ゐる 害で 

ある。 (たと ひ 今はゐ ない にしろ、 百年の 後に は 一人 位、 

必ず 茂吉を 賛美す るか、 或は 茂 吉を罵 殺す るか、 どの 

道 真剣に 「赤 光」 の 作者 を 相手 どる ものの 出る 害で あ 

る。) かたがた 厳然たる 客観の 舞台に 斎 藤 茂吉を 眺め 



伝へ てゐ る。 「くろぐろと 円らに 熟る る 豆 柿に 小鳥 は 

ゆきぬ つゆじも はふり」 に 素朴なる 画 趣 を 想 はせ てゐ 

る。 「かう かう」 「しんしん」 の onomatol-e に 新しい 

ふ もしよ じ やう かいしがん 

息吹き を 吹き こんで ゐる。 「父母 所 生」 「海 此岸」 の 仏 

語に 生な ましい 紅 血 を 通 はせ てゐ る。 …… 

かう 云 ふ 特色 は 多少に もせよ、 一 一 「何故に？」 に 

答へ る ものである。 が、 その 全部 を 数へ 尽 したに しろ、 

完全に は 「何故に？」 に 答 へられぬ ものである。 成程 

小春の 眼 や 髪 は それぞれ 特色 を 具へ てゐ るで あらう。 

しかし 治 兵衛の 愛する の は 小春と 云 ふ 一 人の 女人で あ 

る。 眼 や 髪の 特色 を 具へ てゐ るの も 実は 小春と 云 ふ 一 



吉の 特色の 中へ、 「何故に？」 と 同じ 問 を 投げつ ける の 

である。 

「光 は 東方より 来たる」 さう である。 しかし 近代の 日 

本に は 生憎 この 言葉 は 通用し ない。 少く とも 芸術に 関 

する 限リは 屢 西方より 来て ゐる やうで ある。 芸術 I 

I と 大袈裟に 云 はないでも 好い。 文芸 だけ を考 へて 見 

て も、 近代の 日本 は 見渡す 限り 大抵 近代の 西洋の 恩恵 

を 蒙って ゐる やうで ある。 或は 近代の 西洋の 模倣 を 試 

みて ゐる やうで ある。 尤も 模倣な どと 放言す ると、 忽 

ち 非難 を 蒙る かも 知れない。 現に 「模倣に 長 じた」 と 

かぶ あくみ やう 

云 ふ 言葉 は 日本国民に 冠ら せる 悪名 の 代りに 使 はれ 



てゐ る。 しかし 何ぴ とも 模倣す る 為に は 模倣す る 本 も 

の を 理解し なければ ならぬ。 たと ひ 深浅の 差 は あるに 

しろ、 兎に角 本 もの を 理解し なければ ならぬ。 その 理 

い は ゆる 

解の 浅い 例 は 所謂 猿の 人真似で ある。 (善良なる 猿 は 

人間の 所業に 深い 理解 を 持った 日に は 二度と 人真似な 

ど はしない かも 知れない。) その 理解の 深い 例 は 芸術 

の 土の する 模倣で ある。 即ち 模倣の 善悪 は 模倣 その も 

のに あるので はない。 理解の 深浅に ある 害で ある。 よ 

し 又 浅い 理解に もせよ、 無理解に は 勝る と 云 はな けれ 

ばなら ぬ。 猿の 孔雀 や 大蛇よりも 進化の 梯子の 上段に 

悠悠と 腰 を 下して ゐ るの は 明らかに この 事実 を教 へる 



組合の 成立して ゐた 為で ある。 更に 又 警句 を 弄すれば、 

人生 も 亦 モォパ ス サン を 模倣して ゐた 為と 云 はれぬ こ 

と はない。 「人生 は 芸術 を 模倣す」 と 云 ふ、 名高い ワイ 

ルドの ァフォ リズム はこの 間の 消息 を 語る ものである。 

人生 9 —— 自然で も 勿論 差 支へ ない。 ワイルド は 印象 

派の 生まれぬ 前に は ロンドンの 巿 街に 立ち 罩 める、 美 

とびいろ 

しい 鳶色の 霧な ど は 存在し なかった と 云って ゐる。 青 

あ をと 燃え 輝いた 糸杉 もや はリゴ ッホの 生まれぬ 前に 

は 存在し なかった のに 違 ひない。 少く とも 水 水し い 耳 

隠しの かげに 薄 赤い 頰を 光らせた 少女の 銀座 通り を 歩 

み 出した の は 確かに ルノ アルの 生まれた 後、 —— つ ひ 



かがやけ る ひとす ぢ の道遥 けくて かう かう と 風 

は 吹き ゆきに けり 

野の なかに かがやきて 一 本の 道 は 見 ゆ ここに 命 

をお としかね つも 

ゴッホ の 太陽 は 幾た び か 日本の 画家 の カン ヴァス を 

照らした。 しかし 「 一 本道」 の 連作 ほど、 沈痛なる 風 

景を 照らした こと は必 しも 度た び はな か つたで あらう _ 

けやき ふとき 

かぜむ かふ 櫸 大樹の 日て リ 葉の 青き うづ だち 

しまし 見て 居り 

いちめんに ふくらみ 円き 粟 畑 を 潮 ふきあげし 

はや かぜ 

突 虱と ほる 



う 云 ふ 熔鉱炉の 底に 火花 を 放った 西洋 を 感ぜざる を 得 

な いのも 事実で ある。 

僕 は 上に かう 述べた。 「近代の 日本の 文芸 は 横に 西 

洋を 模倣しながら、 竪には 日本の 土に 根ざした 独自性 

の 表現に 志して ゐるご 僕 は 又 上に かう 述べた。 「茂吉 

はこの 竪 横の 両面 を 最高 度に 具へ た 歌人で ある ご 茂 

吉 よりも 秀歌の 多い 歌人 も 広い 天下に は ある ことで あ 

らう。 しかし 「赤 光」 の 作者の やうに、 近代の 日本の 

文芸に 対する、 —— 少く とも 僕の 命 を 托した 同時代の 

日本の 文芸に 対する 象徴的な 地位に 立った 歌人の 一 人 

もゐ ない こと は 確かで ある。 歌人 9 何も 歌人に 限 



生命に 富んだ 人間で ある。 その 証拠に は 同時代の 人物 

なが つかお ほくら せう ゆう まさ い へ 

II たと へば 大阪五 奉行の 一 人、 長 束 大蔵の 少輔正 家 

を 岩 見 重太郎 と比べて 見る が 好い。 武者修業の 出立ち 

をした 重 太 郎の姿 はあり ありと 眼の 前に 浮んで 来る。 

が、 正 家 は 大男 か 小男 か、 それさへ も 我々 に ははつ き 

りしない。 且又 かう いふ 関係 上、 重 太 郎は正 家に 十倍 

する ほど、 我々 の 感情 を 支配して ゐる。 我々 は 新聞紙 

やくせき かう 

の 一 隅に 「長 束 正 家 儀、 永々 病気の 処、 薬石効無く」 

と 云 ふ 広告 を 見ても、 格別 気の毒と は 思 ひさう もない。 

しかし 重 太郎の 長逝 を 報ずる 号外 か 何 か 出た とすれば、 

戯曲 「岩 見 重 太郎」 の 中に この 豪傑 を 翻弄した、 無情 



なる もの は どの位 重太郎 になり 得る か を 一 生の 問題に 

して ゐ るので ある。 この 故に 重 太郎は 後藤 子爵よりも 

一 層 我々 の 情意の 上に 大 いなる 影響を及ぼし 易い。 

我々 は 天の 橋 立に 大敵と 戦 ふ 重 太 郎には 衷心の 不安 を 

禁ずる ， J と は 出来ぬ。 けれども 衆議院 の 演壇 に 大敵と 

戦 ふ 後藤 子爵に は 至極に 冷淡に 構 へられる ので ある。 

岩 見 重 太郎の 軽蔑 出来ぬ 所以 は あらゆる 架空の 人物 

の 軽蔑 出来ぬ 所以で ある。 架空の 人物と 云 ふ 意味 は 伝 

説 的 人物 を 指す ばかりで はない。 俗に 芸術家と 称 へら 

れ る 近代的 伝説 製造業 者 の 造った 架空の 人物 を も 加へ 

るので ある。 カイゼル. ウィルヘルム を 軽蔑す るの は 



好い。 が、 一穂のと もし 火の もとに 鰊 金の 書 を 読む フ 

ァゥ スト を 軽蔑す るの は 誤りで ある。 ファウストの 書 

いた 借金 証文な ど は 何処の 図書館に もあった こと はな 

い。 しかし ファウスト は 今日 もな ほ ベルリンの カフェ 

の 一隅に 麦酒 を 飲んで ゐ るので ある。 ロイド. ヂョォ 

ヂを 軽蔑す るの は 好い。 が、 三人の 妖婆の 前に 運命 を 

尋ねる マクベス を 軽蔑す るの は 誤りで ある。 マクベス 

の 帯びた 短刀な ど は 何処の 博物館に もあった こと はな 

い。 しかし マクべ スは相 不変 ロンドンの クラブの 一 室 

に 葉巻 を 薫 ゆらせて ゐ るので ある。 彼等 は 過去の 人物 

は 勿論、 現在の 人物よりも 油断 はならぬ。 いや 彼等 は 



彼等 を 造った 天才よりも 長命で ある。 耶蘇 紀元 三千 年 

ョ— ロッパ 

の 欧羅巴 は イブセンの 大名 を も 忘却す るで あらう。 け 

れ ども 勇敢なる ピィァ . ギ ユン ト はや はり 黎明の 峡湾 

を 見下して ゐ るのに 違 ひない。 現に 古怪 なる 寒 山 拾得 

は 薄暮の 山巒を さまよって ゐる。 が、 彼等 を 造った 天 

才は —— 豊 干の 乗った 虎の 足跡 も 天台 山の 落葉の 中に 

はとうの 昔に 消えて ゐる であらう。 

僕 は 上海 の フランス 町に 章 太 炎 先生 を 訪問した 時、 

剝 製の 鰐 を ぶら下げた 書斎に 先生と 日 支の 関係 を 論じ 

た。 その 時 先生の 云った 言葉 は 未だに 僕の 耳に 鳴り渡 

つて ゐる。 —— 「予の 最も 嫌悪す る 日本人 は 鬼が 島 を 



い 世の中に は 古往今来、 かう 云 ふ 円光の 製造業 者も少 

からぬ こと は 云 ふ を 待たない。 たと へば ロマン • ロォ 

ラン 伝 を 書いた、 善良なる ステ ファン . ツワイグ は 正 

に 彼等 を 代表す る ものである。 

僕の 岩 見 重 太郎に 軽蔑 を 感ずる の は 事実で ある。 重 

太郎も 国粋 会の 壮士の やうに 思索な ど は 余りし なか つ 

たらしい。 たと へば 可憐なる 妹お 辻の 牢 内に 命 を 落し 

た 後、 やっと 破牢に とりかかったり、 妙に 夢 知らせ を 

かたきう ひひた いぢ 

信用したり、 大事の 謦 打ち を控 へて ゐる 癖に、 狒 退治 

や 大蛇 退治に 力瘤を入れたり、 いつも 無分別の 真似ば 

かりして ゐる。 その 点 は 菊 池 寛の 為に 翻弄され るの も 



やむ を 得ない。 けれども 岩 見 重 太郎は 如何なる 悪徳 を 

も 償 ふ 位、 大 いなる 美徳 を 持ち合せて ゐる。 いや、 必 

しも 美徳で はない。 寧ろ 善悪の 彼岸に 立った 唯一 無二 

の 特色で ある。 岩 見 重 太郎は 人間以上に 強い。 (勿論 

重 太郎の 同類た る 一 群の 豪傑 は 例外で ある。) 重太郎 

ふんぬ をが ら 

の 憤怒 を 発する や、 太い 牢 格子 も 苧 殻の やうに 忽ち 二 

つに へし 折れて しま ふ。 狒ゃ 大蛇 も 一撃の もとに あへ 

ちび き 

ない 最期 を 遂げる 外 はない。 千 曳の大 岩 を 転がすな ど 

は 朝飯前の 仕事で ある。 由 良が 浜の 沖の 海賊 は 千 人ば 

かり 一時に 俘に なった。 天の 橋 立の 謦 打ちの 時には 

二 千 五 百 人の 大軍を 斬り 崩して ゐる。 兎に角 重 太郎の 



ン • ハッチの 近代的 富豪に はり 倒される 光景 は 見る に 

堪 へない。 しかし 近代的 富豪の ハリ ケェン • ハッチに、 

—— ハリ ケェン . ハッチ も はり 倒す ほど、 臆病なる 彼 

等の 一 団に 興味 を 持つ かどう か は 疑問で ある。 

岩 見 重 太郎の 武勇伝の 我々 に 意味の ある こと は 既に 

述べた 通りで ある。 が、 重 太郎の 冒険 は いづれ も 末世 

の 我々 に 同じ 興味 を 与へ る 訳で はない。 その 最も 興味 

の ある もの は 牢破りと 狒 退治との 二つで ある。 一国の 

牢獄 を 破る の は 国法 を 破る のと 変り はない。 狒も 単に 

狒と云 ふより は、 年々 人身御供 を 受けて ゐた、 

牛 頭 明 神と 称する 妖神 である。 すると 重 太郎は 牢破り 



と共に 人間の 法律 を 蹂躪し、 更に 又 次の 狒 退治と 共に 

神と 云 ふ 偶像の 法律 を も 蹂躪した と 云 はなければ なら 

ぬ。 これ は 重太郎 一人に 限らず、 上 は 素 戔嗚の 尊から 

下 は ミカ エル • バ クウ ニンに 至る 豪傑の 生涯 を 象徴す 

る ものである。 いや、 更に 一歩 を 進めれば、 あらゆる 

単行 独 歩の 人の 思想 的 生涯 を も 象徴す る ものである。 

彼等 は 皆 人間の 虚偽と 神の 虚偽と を 蹂躪して 来た。 将 

来 も 亦 あらゆる 虚偽 を 蹂躪す る こと を 辞せぬ であらう _ 

むさぼ 

重 太郎の 退治した 狒の 子孫 は 未だに 人身御供 を 貪 つ 

てゐ る。 牢獄 も、 —— 牢獄 は巿が 谷に あるば かりで は 

ない。 囚人た る ことにさへ 気の つかない、 新時代の 服 



装 をした 囚人の 夫婦 は 絡繹と 銀座 通り を 歩いて ゐる。 

くわぎ う 

人間の 進歩 は 遅い ものである。 或は 蝸牛の 歩みより 

も 更に 遅い もの かも 知れない。 が、 如何に 遅い にもせ 

おもむ 

よ、 アナ トオル • フランスの 云った やうに、 「徐ろに 

賢人の 夢み た 跡 を 実現す る」 こと は 事実で ある。 いに 

ぎう き だ じん 

しへの 支那の 賢人 は 車 裂の 刑 を 眺めたり、 牛 鬼 蛇 神の 

像 を 眺めたり しながら、 尭舜の 治世 を 夢み てゐ た。 

(将来 を 過去に 求める の は 常に 我々 のす る 所で ある。 

我々 の 心の 眼なる もの はお 伽噺の 蛙 の 眼と 多少 同 一 

に 出来て ゐる らしい。) 尭舜の 治世 は 今日 もな ほ 雲煙 

のかな たに 横 はって ゐる。 しかし 車 はいに しへの やう 



ならぬ。 

僕の 岩 見 重 太郎を 知った の は 本 所 御 竹 倉の 貸本屋で 

ある。 いや、 岩 見 重太郎 ばかりで はない。 

はが ゐ いっしん さい だつ き 

羽 賀井了 心 斎 を 知った の も、 妲妃 のお 百 を 知った の も、 

いう てんしゃ うにん 

国定 忠次を 知った の も、 祐天 上人 を 知った の も、 

や ほや かみ ゆ ひしん ざ 

八百屋お 七 を 知った の も、 髪 結 新 三 を 知った の も、 原 

田 甲斐 を 知った の も、 佐 野次 郎左衛 門 を 知った の も、 

リ よこうむ めい 

II 閭巷 無名の 天才の 造った 伝説 的 人物 を 知った の は 

ことごと 

悉 くこの 貸本屋で ある。 僕 はかう 云 ふ 間に も、 夏の 

西日の さしこんだ、 狭苦しい 店 を 忘れる こと は出来ぬ。 

軒先に は 硝子の 風鈴が 一 つ、 だら りと 短 尺 を ぶら下げ 



てゐ る。 それから 壁に は 何百と も 知れぬ 講談の 速記 本 

よし ど 

がつ まって ゐる。 最後に 古い 葭 戸の かげに は 梅干 を 貼 

つた 婆さんが 一 人、 内職の 花 簪を掊 へ てゐ る。 — 

I ああ、 僕 は あの 貸本屋に 何と 云 ふ 懐かし さ を 感じる 

ので あらう。 僕に 文芸 を教 へた もの は 大学で もな けれ 

ば 図書館で もない。 正に あの 蕭条たる 貸本屋で ある。 

僕 は 其処に 並んで ゐた 本から、 恐らく は 一生 受 用して 

も 尽きる こと を 知らぬ 教訓 を 学んだ。 超人と 称する ァ 

ナ アキ ストの 尊厳 を 学んだ の も その 一 つで ある。 成程 

超人と 言 ふ 言葉 は ニイ チェ の 本 を 読んだ 後、 や つ と 僕 

の 語彙に なった かも 知れない。 しかし 超人 そのもの は 



の 誘惑 を 与へ る 為、 筆を揮つ たものと しか 思 はれな か 

つた。 

その内に 僕の 迷 ひこんだ の は 南画ば かり ぶら下げた 

陳列室で ある。 この 室 も 一体にく だらなかった。 第一 

に 鉄 翁の 山巒は 軽石の やうに 垢 じみて ゐる。 第二に 

ふぢ もと てっせき 

藤本 鉄石の 樹木 は銷 ナイフの やうに 殺気立って ゐる。 

うらが みぎよ くだう ばくふ リぅ きう あわもり 

第三に 浦 上玉 堂 の 瀑布 は琉球 泡盛の やうに 煮え返つ 

てゐ る。 第 四に —— 兎に角 南画と 云 ふ 南画 は 大抵 僕の 

神経 を f 可 いらさせる ものば かりだった。 僕 は 顔 をし か 

めながら、 大きい 硝子 戸棚の 並んだ 中 を 殉教者の やう 

に 歩いて 行った。 すると 僕の 目の前へ 奇蹟よりも 卒然 



だ大阪 町人 は 実に この 山水の 素人 作者で ある。 

こうきょう あざな せ いしゅく 

巽 斎 は 名 は 孔恭 、 字 は世粛 と 云 ひ、 大阪の 堀江に 

住んで ゐた 造り酒屋の 息子で ある。 巽 斎 自身 「余 幼年 

より 生 質 軟弱に あり。 保育 を 専 とす」 と 言って ゐる 

の を 見る と、 兎に角 体は脾 弱かった らしい。 が、 少数 

の 例外 を 除けば、 大抵 健全なる 精神 は 不健全なる 肉体 

に 宿る やうに、 巽 斎の 精神 も 子供の 時から 逞しい 力 を 

具へ てゐ た。 其処へ 幸福なる ブ ウル ヂョァ の 家庭 は教 

をし 

養の 機会 を 与へ るのに 殆ど 何もの をも吝 まなかった。 

今 試みに 巽 斎 自身の その 間の 消息 を もの 語った 伝記の 

数 節 を抄記 すれば、 I 



春 ト 嘗 て 芥子 園 画 伝 に 傚 ひ、 明 人 の 画 を 模写し、 

みん てうし けん 

「明朝 紫硯」 と 云 ふ 彩色の 絵本 を 上 木す。 余 之れ を 見 

わしう こほり やま 

て 始めて 唐 画の 望 あり。 此頃 家君の 友人、 和 洲郡山 

やなぎ ざ は ごんだ い ふ リぅリ きょう かくき よ 

柳 沢 権 太夫 (即ち 柳里恭 である。) 毎々 客 居す。 因って 

友人に 托し、 柳 沢の 画 を 学ぶ。 (中略) 十二 歳の 頃、 長 

崎の 僧 鶴 亭と云 ふ 人 あり。 浪華に 客 居す。 長 崎 神代 甚 

左衛門 (即ち 熊斐 である。) の 門人な リ。 始めて 畿内に 

南蘋 流の 弘まリ たる は 此の 人に 始まれり。 余 従って 花 

鳥 を 学び、 池 野 秋 平 (即ち 大雅 である。) に 従って 山水 

を 学ぶ ご 

「余 十一 歳の 比、 親族 児 玉 氏 片山忠 蔵 (即ち 北海で あ 



る。) の 門人た る を 以て、 余 を 引いて 名字 を 乞 ふ。 片山 

余が 名 を 命じ、 名 鵠字は 千里と す。 其の後 片山氏 京に 

な こま 、-. -こ ちまり 

住す。 余 十八 九 歳の 頃片山 再び 浪華に 下り、 立 売 堀に 

くとう 

住す。 余 従って 句読 を受 く。 四書 六 経史 漢文 選 等 を 読 

むこと を 得たり ご 

是 等の 数 節の 示して ゐる 通り、 巽 斎の 学芸に 志した 

の は 弱冠に 満たない 時代で あり、 巽 斎の 師事した 学者 

や 画家 も 大半 は 当時の 名流で ある。 それば かりで はな 

い。 南蛮 臭い 新 知識に 富んだ 物産の 学に 傾倒した の は 

ろてき 

勿論、 一 たび 「明朝 紫硯」 を 見る や、 忽ち 長江の 蘆 荻 

の 間に 生じた 南宋 派の 画法に 心酔した の も 少年ら しい 



の 妙の ない 代りに、 如何にも 好箇の 読書人ら しい 清 目 

なる 風格 を 具へ てゐ る。 柳 里恭は 乞食の 茶 を 飲んだり、 

馬上に 瞽女の 三味線 を 弾いたり、 あらゆる 奇行 を 

ほし いま ま 

恣 にした。 或は 恣 にした と 伝 へられて ゐる。 けれ 

ども 巽 斎に 関する 伝説 は 少しも 常軌 を 逸して ゐ ない。 

ほうち だう 

まづ 世人 を 驚かした と 云 ふの も、 「江戸の 筆 ェ鳳池 堂 

の あるじ 浪華に 遊びし ところ、 蒹葭 堂を訪 ひしに、 し 

ばし 待たせ 給 はれ、 その 中の 慰みに とて 一 帖を 出せり。 

いかなる も のぞと 開き 見れば、 江戸の 筆 ェの家 号 をし 

るした る 名 紙と いふ もの を 一 枚の 遺漏 もな く 集めたり 

やま ざき びせ い 

しと ぞ」 (山 崎 美 成) と 云 ふ 程度の 逸話ば かリ である。 



の、 或は 又 クレオ パ トラの 金髪 だの も (勿論 これ は 贋 

物で ある) 交って ゐ たのに 違 ひない。 是 等の コレ クシ 

ヨン を 「考 索した、」 この 聡明なる ディレッタント は不 

可 思議なる 文明の 種々 相の 前に、 どう 云 ふ 感慨 を 催し 

たで あらう か？ 少く とも 世界の 大の 前に どう 云 ふ 夢 

を 夢み たで あらう か？ 

「京 子 浪華の 地、 古 ょリ芸 園に 名高き もの 輩出し、 

海内に 聞 ゆる もの ありと いへ ども、 その 該博 精通、 蒹 

葭 堂の 如き もの 少し。 (中略) 曾て 長 崎に 遊歴せ しと 

ころ、 唐 山の 風俗 を 問 ひこ、 ろみ、 帰りて 後 常に 

わう ばくさん だいじゃう ぜんし 

黄檗 山に いたり、 大成 禅 師に随 ひ 遊べる こと ありし に、 



人 ありて 唐 山の 風俗 を 禅 師に問 ふ もの あり。 禅 師蒹葭 

堂 を さして、 この 人よ くこれ を 知れり。 吾れ 談を 費す 

に 及ばず とい はれたり き。 禅師 はもと 唐 山の 人に て、 

投 化して 黄檗 山に 住せし なり ご (山 崎 美 成) 

「この 人よ くこれ を 知れり。 吾れ 談を 費す に 及ばず」 

の 言葉 は 賛辞 かどう か 疑問で ある。 或は 生死の 一 大事 

を も 外に、 多 聞 を 愛する ディレッタントへ 一 棒 を 加へ 

たもの だった かも 知れない。 しかも 一 棒 を 加 へられた 

にもせ よ、 如何に 巽 斎の 支那 風に 精通して ゐ たかと 云 

ふこと は 疑 ひ を容れ ない 事実で ある。 巽 斎 は 云 は、 V 支 

那 に関する 最大の 権威の 一 人だった。 支那の 画 を 愛し、 



支那の 文芸 を 愛し、 支那の 哲学 を 愛した 時代の かう 云 

ふ 蒹葭堂 主人の 多識に 声誉 を 酬いた の は 当然で ある。 

果然 海内の 文人墨客 は 巽 斎の 大名の 挙がる と共に、 

しばの りつ ざん びとう しう 

続々 とその 門へ 集まり 出した。 柴野栗 山、 尾 藤 ニ洲、 

く はやまぎ よくしう くしろ うん せん たち はらす ゐ けん 

古賀精 里、 頼 春 水、 桑 山 玉洲、 釧雲 泉、 立原翠 軒、 

のろ かいせき 

野呂介 石、 田 能 村 竹 田 等は悉 その 友人で ある。 殊に 田 

能 村 竹 田 は、 大 いなる 芸術家と いふよりも 寧ろ 

善い 芸術家だった 竹 田 はこの 老いた る ディレッタント 

の 前に 最も 美しい 敬意 を 表した。 「余甫 めて 冠して、 

もく せ いしゅく 

江戸に 東 遊し、 途に 阪府を 経、 木世粛 (即ち 巽 斎で あ 

ら つ まさ 

る。) を訪 はんと 欲す。 偶々 人 あり、 余を拉 して、 将に 



灰燼に 化せし めた、 恬淡 無欲なる 我等の 祖国 は 勿論 

蒹葭堂 コレクション を も 無残な る 散佚 に 任 かせて しま 

つた。 アル コ オル 潰の ダラ ァカは 何処へ 行った か？ 

大雅ゃ 柳 里 恭の画 は 何処へ 行った か？ クレオ パ トラ 

の 金髪 は、 —— そんな もの はどうな つても 差 支ない。 

が 、 畢竟 蒹葭堂 主人 は寥々 たる 著書と 画との 外に 何も 

伝へ なかった と 言 はなければ ならぬ。 

何も 9 いや、 必 しも 「何も」 ではない。 豊富な 

る 蒹葭堂 コレクション は —— 殊に その 万巻の 蔵書 は 当 

代の 学者 や 芸術家に 大 いなる 幾多の 先例 を 示した。 是 

等の 先例の 彼等 を 鼓舞し、 彼等 を 新世界へ 飛躍せ しめ 



の 業 を 成ん や。 世人 は 余が 実 を 知らず。 豪家の 徒に 比 

す。 余が 本意に あらず ご 

一 年に 三 十両の 収入と 言へば、 一 月に ニ両 二分の 収 

は うれき めいわ 

入で ある。 如何に 宝 暦 明 和の 昔に もせよ、 一月に ニ両 

たせん 

二分の 収入で は 多 銭 善く 買 ふ 訳に も 行かなかった であ 

らう。 しかもな ほ 文雅に 耽った ばかり か、 蒹葭 堂コレ 

クシ ヨン さへ 残した の は それ 自身 豪奢の 俗悪なる 所以 

を 示して ゐる ものと 言 はなければ ならぬ。 (生憎 今 は 

旅先に ゐ るから、 参考す る 書物 を 持って ゐ ない。 が、 

宝 暦 明 和の 昔 は ざっと 来 一 石に 銀 六十 匁 位の 相場で あ 

る。 仮に 金 一 両を銀 四十 匁 位に 考 へた 上、 米価 を 標準 



に 換算 すれば、 当時の 一 年に 三 十両 は 僅かに 今日の 千 

円 未満で あらう。 尤も これ は 当 推量 以上に 信用の 出来 

る 計算で はない。) 

めと 

「宝 暦 六 年余 廿 一歳、 森 氏を娶 る。 生 質 微弱に して 余 

が 多病 を 給す るに 堪 へず。 況ゃ十 年 を 歴と雖 も、 一 

子 を 産せ ず。 故に 家 母 甚だ これ を愁 ふ。 明 和 二 年 家人 

めと 

に 命じ、 山中 氏の 女を娶 り、 給仕せ しむ。 (中略) 三年 

を 経て 妻 森 氏 明 和 五 年 冬 一 女 を 産す。 又 明 和 八 年 一 女 

を 産す。 妾 山中 氏より 妻の 微質を 助け、 二 女を憐 愛す、 

さいせ ふ はんかう わかう 

故に 妻妾 反更和 好に して 嫌悪の 事な しご 

儉 素に 安んじた 巽 斎の 偏愛 を 避けた の は 勿論で ある。 
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